
鉛のＴＤＩの考え方

食物、器具・容器包装
飲料水

鉛の曝露源

　環境中
　　・大気
　　・土壌・室内塵等

　食品中
　　・食物
　　・飲料水（水道水、清涼飲料水）
　　・器具・容器包装等

血中鉛濃度

　経口
　　・食物
　　・飲料水
　　・器具・容器包装
　　・土壌・室内塵等

　吸入
　　・大気

　　　　　経口摂取によるTDI
　

　　　食品
　　　　　・食物
　　　　　・飲料水
　　　　　・器具・容器包装等
　

　　　その他
　　　　・土壌・室内塵等

成人：無視できる。
小児：曝露地域・時期等によって寄与率が不特定
　　　　であるが、リスクが高いため参考として示す

測定

リスク評価機関

換算

TDI

吸入曝露によるTDI
換算

　　　TDIから個別の規格基準を設定

　　　　　個々の食物
　
　　　　　清涼飲料水
　
　　　　　水道水

　　　　　器具・容器包装
　
　
　　　　　環境基準等

リスク管理機関

食品からの摂取量と血中鉛濃度との相関式の場合

血中鉛濃度

食品摂取によるTDI

土壌・室内塵

大気

EPAのモデル（IEUBKモデル）の場合

血中鉛濃度

経口摂取によるTDI
（吸入曝露は無視できる。）

大気

換算

TDI

換算

TDI

問題点：食品以外の曝露を考慮していない相関式からTDIを換算している。
　　　　　相関式の基になったデータに小児が含まれていない。

問題点：日本の小児における鉛曝露データが不足している。

IEUBKモデル(Integrated Exposure Uptake Biokinetic Model for Lead in Children)について
　（内容）　曝露、吸収、生物動力学要素を考慮した、鉛曝露量から体内鉛負荷（血中鉛濃度）を推定する古典力学的モデル
　（対象）　0～6歳までの小児
　（入力　パラメータ）大気、食事、飲料水、土壌・粉塵由来の鉛曝露データ、母親の血中鉛濃度（胎児期の鉛曝露データ）、血中鉛濃度の幾何標準偏差
　（出力）　出生時から6歳児までの間の任意の期間における血中鉛濃度の幾何平均値、血中鉛濃度が有害性の懸念濃度を超える確率（EPA:10μg/100mlを設定）
　（ソフト）　EPAのホームページより無償でダウンロードして使用可能

食物、器具・容器包装
飲料水

土壌・室内塵
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鉛の曝露量（産総研 2006）

吸入 土壌 食品 飲料水 計 合計
小児の曝露
量
(μg/kg/day)

0.017 0.160 1.476 0.166 1.80 1.817

成人の曝露
量
(μg/kg/day)

0.011 0.018 0.634 0.068 0.72 0.731

吸入
土壌

（経口）
食品 飲料水 計 合計

小児の寄与率 0.9% 8.8% 81.2% 9.1% 99.1% 100%

成人の寄与率 1.5% 2.5% 86.7% 9.3% 98.5% 100%

小児：０～６歳児の平均

小児における鉛の曝露量（Aung et al. 2004）

大気
(吸入)

土壌
（経口）

室内塵
（経口）

食事*2 計 合計

曝露量
（μg/day）

0.4 4.6 11.7 4.8 21.1 21.5

曝露量*1
（μg/ｋｇ/day）

0.02 0.23 0.59 0.24 1.06 1.08

寄与率 2% 21% 54% 22% 98% 100%

小児：平均５．１歳 *1  5歳児の平均体重２０ｋｇと仮定
*2  飲料水を含む食品からの摂取

経口

経口

経口
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大気：2000年の東京都のモニタリングデータ
土壌：2002年に都内17市区町村にある23の公園より合計46の砂及び土
　　　壌サンプルを収集。
室内塵：2003年子供がいる首都圏21軒の家から掃除機の集塵フィルター
　　　から回収。
食品・飲料水：東京都区内の2地域内の33世帯から飲料水を含む24時間
　　　陰膳サンプルを収集。

成人の寄与率

飲料
水,
9.3%

吸入,
1.5%

土壌
（経
口）,
2.5%

食品,
86.7%

大気：1997～2003年度地方自治体のモニタリングデータ
土壌：1999年度環境庁が行った含有量参考値再評価検
討
　　　　調査
食品：1999～2003年度の国衛研のTDSデータ（成人）
　　　　健康栄養情報基盤データベース（2005年）を用いて
　　　　成人と小児の比率を算出
飲料水：2001年度東京都水道局の鉛製給水管の使用状
　　　　況・水質調査結果データ、小椋(1998)の水道と鉛－
　　　　特に茅ヶ崎市の水栓末端浄水の分析結果データ、
　　　　那須＆森長(2001)の給水栓における鉛溶出の実態
　　　　把握データ

（参考）


